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2023 年度（公社）南さつま青年会議所 

 １月例会・通常総会 式次第 

１．開会宣言 

２．国歌・ＪＣソング静聴 

３．ＪＣＩクリード朗読 

４．ＪＣＩmission・ＪＣＩvision朗読 

５．ＪＣ宣言並びに綱領・スローガン朗読 

６．理事長挨拶 

７．オブザーバー紹介 

８．資料確認 

９．議事録作成人並びに議事録署名人の指名 

１０．報告事項 

１）専務理事報告

２）委員会報告

３）出向者報告

４）その他

１１．議長選出 

１２．定足数の確認 

１３．議題の決定 

１４．議題審議 

 第一号議案 2022年度事業報告（案）に関する件 

第二号議案 2022年度正味財産増減補正予算（案）に関する件 

 第三号議案 2022年度正味財産増減計算書（案）に関する件 

 第四号議案 2023年度役員名簿（案）に関する件 

 第五号議案 2023年度委員会構成図（案）に関する件 

第六号議案 2023年度事業計画及び運営方針（案）に関する件 

 第七号議案 2023年度正味財産増減予算書（案）に関する件 

 第八号議案 その他 

１５．新入会員バッジ贈呈 

１６．卒会者への感謝状 

１７．卒会者からの記念品贈呈 

１８．2022 年度優良出席者会員発表 

１９．2022 年度役員への感謝状 

２０．2022 年度理事長挨拶 

２１．出席率発表 

２２．その他 

２３．監事講評 

２４．閉会宣言 
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ＪＣＩクリード

The Creed of Junior Chamber International 
We Believe; 

That faith in God gives meaning  

and purpose to human life ;  

That the brotherhood of man 

transcends the sovereignty of nations ; 

That economic justice can best be won  

by free men through free enterprise ; 

That government should be of laws  

rather than of men ;  

That earth's great treasure lies in  

human personality ; and  

That service to humanity is the best work of life. 

ＪＣソング 

1. ＪＣ ＪＣ ＪＣ

世界を結ぶ 若き団結

新しき世紀の 希望となりて

永遠に繁栄えん 我等の集い

2. ＪＣ ＪＣ ＪＣ

奉仕の理想 探求めつつ

祖国の進歩の 力となりて

先駆けゆかん 我等の集い

ＪＣ宣言

日本の青年会議所は

希望をもたらす変革の起点として

輝く個性が調和する未来を描き

社会の課題を解決することで

持続可能な地域を創ることを誓う

綱 領 

われわれＪＡＹＣＥＥは 

社会的・国家的・国際的な責任を自覚し 

志を同じうする者相集い、力を合わせ 

青年としての 

英知と勇気と情熱をもって 

明るい豊かな社会を築き上げよう。 
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ＪＣＩ Mission 
To provide leadership opportunities 

That empower young people to 

create positive change

ＪＣＩ Vision 
To be the foremost global network of young active citizens 

Re-Start 40 
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一年を振り返って 

2022 年度 理事⾧ 是枝 佳彦 

2022 年度公益社団法人南さつま青年会議所の活動・運動に対し格段なるご理解ご協力を

賜りました地域の皆様並びに各団体の皆様に心より感謝申し上げます。 

本年度 守破離～本質を忘れず 変化を受け入れ 新たな JC を創ろう～のスローガンのも

とウィズコロナを考慮した活動を念頭に置いて様々な活動を行って参りました。 

昨年度は新型コロナウイルス感染拡大防止の為に新春賀詞交歓会が開催できませんでし

たが、本年度は新型コロナウイルス対策を万全に行い、開催することができ本年度の抱負を

南さつま市をはじめとする地域内外の方々へお示しする事が出来ました。 

4 月には世界と繋がる思い出のランドセルの事業では南さつま市の全小中学校を対象と

して 152 個のランドセルが集まりました。発展途上国のフィリピンのセブ島に送られ貧困

問題を知るきっかけが生まれ教育を受ける機会が生まれ教育支援の向上にも繋がりきっと

子供たちの未来を創れた事業だったと思います。また、南さつま市をはじめ市外地、多くの

市民の皆様また各団体を巻き込んで行えた非常に意味のある事業だと感じました。 

5 月連休の 3 日間には砂の祭典会場で巨大迷路を建築用の足場で組立て、多くの来場者に

訪れて頂き普段使用する事のない足場で参加者には貴重な体験になった事だと思います。 

また終始、子供たちの笑顔が絶えない記憶に残る砂の祭典となりました。 

8 月 10 月 12 月と 3 回に渡り開催されました青少年を対象とした農業体験事業では、子

供達がカボチャの種植えを行い、文字や模様を入れ成⾧の過程を楽しみにして子供たちが

生産者側の立場になり食に対して考えて頂く良い学びの場となったと思います。 

結びとなりますが、本年度メンバーに成⾧と発展の機会を提供する事が理事⾧としての

役目だと信じ活動して参りましたが、気が付けば自分自身も成⾧が出来た貴重な 1 年とな

りました。コロナ禍で制限はありましたが、多くの事業を行えた事はやはり、皆様に青年会

議所の活動運動に対してご理解ご協力を頂けたとともにメンバーの支えがあったお陰と感

じています。メンバーの皆様には多くの負担をおかけしましたが何一つ不満を漏らさずに

ご協力頂き支え続けてくれたメンバーに心から感謝申し上げます。ありがとうございまし

た。 
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【２０２２年度 事業報告】 

■執行部

専務理事 福島 大 

●２月例会 勉強会

これまではコロナ禍であっても運営メンバーは会議所等に集合して配信しておりましたが、

新型コロナウイルス感染拡大の状況を受けて今回初めて完全 WEB 例会としました。 

例会では理事⾧による今後の青年会議所活動の方向性の確認を行い、3 分間スピーチでは初挑戦

の枦川君とベテランの桐原君にお話をいただきまして各自が思うことや持っている知識・情報

をメンバーへ発信することを通じて「伝えること」に関して成⾧していただきました。 

例会後の勉強会では石堂委員⾧より「情報の取り扱い」について講和をいただき、今の時代に

即したタイムリーな内容についてメンバーに学びを与えることができました。 

●５月例会 事務局員歓送迎会

今回はシニア合同例会に合わせて、高倉咲子さん送別会および高戸茉由さん歓迎会開催のた

め、簡易例会での実施となりました。理事⾧挨拶でも高倉さんの退職と功績について触れ、改

めて高倉さんの存在の大きさを感じさせられるお話をいただきました。歓送迎会では 

●砂のまち de ハロウィン

今年もコロナ禍が続いていましたが、去年以上のハロウィン目標にして実行委員会で計画を練

り、現地でのコンテスト開催となりました。

準備では JC メンバーはもちろん、振興組合や商工会議所青年部、観光協会の方と多くの方と協

力し設営しました。他の多くのイベントと重なっていましたが、多くの参加者や来場者に来て

いただき、子供から大人まで仮装して参加し、手作り感のある仮装からクオリティの高い仮装

まで様々な格好をした人で溢れ、笑顔の絶えないイベントとなりました。コンテストではダン

スを踊る方や、役になりきって参加する方もおり、笑顔の絶えないイベントとなりました。

●12 月例会・忘年会・卒会式

12 月は青年会議所活動の最後の月であり、1 年間を振り返ると共に、それぞれの役割を締め

くくる必要がある。例会では是枝理事⾧の本年度の１年間の想いを聞くとともに、次年度につ

ながる 12 月例会になりました。また、卒会者の卒会式を行う事で、これまで青年会議所に尽力

いただいた 2 名の卒会者の労をねぎらうことができ、これまでの青年会議所運動への感謝の想

いを伝えることが出来ました。 
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●対外紙

対外紙の発行により、公益社団法人南さつま青年会議所のことは勿論、2022 年度の事業・成

果等を一人でも多くの皆様に認知して頂く事が出来ました。また、2022 年度是枝理事⾧お礼

文・2023 年度石堂理事⾧の挨拶、新入会員 4 名分（古屋敷君、中崎君、別府君、川之上君、鳥

越君）、卒会者 3 名(是枝君、下舞君、桐原君)のインタビューなどを掲載する事が出来ました。

さらに今後、会員拡大にも繋げられる手段として南さつま全域で発刊される新聞の折込みチラ

シ主要 5 紙に投函し、たくさんの方々に読んでもらう事が出来ました。
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■まち活委員会

委員⾧ 松元 将太 

●2022 年度 新春賀詞交歓会

昨年はコロナ渦の為開催を見合わせた南さつま市新春賀詞交歓会を二年ぶりに開催いた

しました。新春の挨拶として 2022 年度南さつま青年会議所理事⾧、是枝佳彦より抱負や活

動指針を述べさせて頂きました。続けて本坊南さつま市市⾧様をはじめ、来賓の方々にご挨

拶やご祝辞を賜り、青年会議所メンバーにとっても、参加者の方々にとっては良い新年度の

スタートが切れました。

●3 月例会・社団法人勉強会

今回の例会は現地と WEB のハイブリット開催となりました。例会内事業として JCI 指宿

の中園理事⾧、大迫室⾧に講師を依頼し一般社団法人と公益社団法人の違いの勉強会を行

いました。メンバーも真摯に視聴しており、質疑応答を通して理解を深め、方針を考える良

い機会になりました。 

●4 月例会

今回の例会は現地と WEB のハイブリット開催を予定しておりましたがコロナウイルス

感染拡大を鑑み、急遽完全 WEB 例会となりました。例会では新入会員の川之上君と中﨑君

に初めて参加頂き、理事⾧報告や 3 分間スピーチ等で青年会議所の活動を知っていただく

良い機会になりました。 

●砂の祭典関連事業（巨大迷路）

ゴールデンウィークの 3 日間で開催された「吹上浜砂の祭典」内で建築用足場を利用し

た巨大迷路を製作しました。開催期間中は地域の子供達をはじめ、市外からいらっしゃった

方々へ迷路内スタンプラリーを通じて南さつま市の PR を行いました。 

●8 月例会

当初の計画では 8 月例会を私服例会（BBQ 懇親会）で行う予定でした。しかし急激な新

型コロナウイルスの感染拡大に伴い急遽完全 WEB 例会に変更となりました。3 分間スピー

チでは石堂君と久保君にお話をいただきまして各自が思うことや持っている知識・情報を

メンバーへ発信することを通じて「伝えること」に関して成⾧していただきました。

●10 月例会内所属企業紹介

商工会議所にて開催された 10 月例会内において JC メンバーが所属する企業紹介を新規

事業として開催いたしました。開催にあたり私が所属する株式会社翔洋システムと委員会
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メンバーの柴田君が所属する南さつま農協について、どの様な企業なのか？どのような業

務に携わっているのか？企業理念は？等を PowerPoint やムービーを使用して発表頂きま

した。発表を通して“人に伝えること” の難しさを改めて感じながら発表者として成⾧を感

じられる事業となりました。また、自身の事を知ってもらう良い機会となりました。
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■ミライにつながる青少年育成委員会

委員⾧ 石堂 佑典 

●1 月例会・通常総会

１月通常総会を行い南さつま青年会議所メンバーに 2021 年度の事業報告書、収支決算書

を審議し承認して頂く事ができました。また、2022 年度役員名簿(案)、組織図(案)、事業

計画及び運営方針(案)、収支予算書の承認を得る事ができ一年間ＬＯＭの円滑な活動が出来

るようご理解して頂きました。 

 ZOOM で賛助会員、特別会員にご参加いただき昨年の報告、本年の方針を示すことがで

きました。 

 例会では新入会員バッチ贈呈、卒会者への感謝状及び記念品贈呈、優良出席者会員発表

及び記念品贈呈、前年度役員への感謝状贈呈を行い労を労う事ができました。 

●世界とつながる思い出のランドセル ～南さつまから SDGs の実現～

「世界とつながる思い出のランドセル」事業を開催し、南さつま市および枕崎市、日置

市吹上町、南九州市川辺町の市民から 152 個のランドセルの寄付を頂きました。 

4 月 2 日の講演会は南さつま市内でも感染経路不明の新型コロナウイルスの感染者が発生

していたこともあり中止といたしました。代替の方法として、講演会の内容については

Zoom の録画を”なんさつチャンネル”にアップし、視聴できるようにしました。 

南さつま市内外から多くのランドセル寄付があり、本来活用されることの無いランドセ

ルが再利用され、廃棄物の発生防止に貢献しました。また、世界の格差問題について学ぶ

機会を提供でき、「今、社会において自分のできること」を考えるきっかけづくりが出来ま

した。そして、他団体と協力したことでランドセル等を必要としている方に確実に届ける

事が出来たため、寄付を受けた子供たちの喜んでいる姿を見る事が出来ました。

●6 月例会

今回の例会は現地と web のハイブリット開催となりました。例会では理事⾧の話をしっ

かりと聞くことから始まり、各委員会より今後行う例会・事業を各メンバーに報告し、今

後進むべき道の再確認ができ、メンバーそれぞれが本年度の活動・運動を新たに考えるい

い機会になりました。 

 例会内事業として藏前税理士にお越しいただき、インボイス制度についての勉強会を開

きました。メンバーも真剣に聞いており、講師の言葉をメモするメンバーも見受けられま

した。インボイス制度の概要と今後自社でどのように対応すべきか学ぶ事が出来ました。 

●7 月例会

今回の例会は現地と web のハイブリット開催となりました。当日に商工会議所の WiFi
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の調子が良くなかった為、急遽開催場所を大会議室から中会議室へと変更となりました。

（17 時ごろから調整いただきましたが、間に合いそうになかった為） 

 例会では理事⾧の話をしっかりと聞くことから始まり、各委員会より今後行う例会・事

業を各メンバーに報告し、今後進むべき道の再確認ができ、メンバーそれぞれが本年度の

活動・運動を新たに考えるいい機会になりました。 

 例会内事業として富士フィルムビジネスイノベーション株式会社に講師をお願いし、電

帳法の勉強会を開きました。 

●豊かな自然で育つ加世田のかぼちゃ ～オリジナルかぼちゃを作ろう～

「豊かな自然で育つ加世田のかぼちゃ ～オリジナルかぼちゃを作ろう～」事業を開催し、

南さつま市内の小学４～６年生を中心に 13 名に参加をいただきました。

自然豊かな南さつまの地で育つ農作物を地域の子供たちに知ってもらい、実際に特産品で

ある「加世田のかぼちゃ」を栽培することで特産品が収穫されるまでを学び、農業に触れ

ることで農業に興味を持ち、農業の大切さを認識してもらえました。また、実際に体を動

かして作業したことで、普段口にしている食べ物が農家の方々が大切に育てた農作物であ

ることを認識し、実際に調理して食に触れることで食品ロスを無くすよう意識もしてもら

う事が出来ました。 

また、かぼちゃ部会⾧の外園さんの協力により、子供たちが植えたかぼちゃが市内の小中

学校の給食に冬至のかぼちゃとして提供する事が出来、参加者以外の子供たちにも地元の

特産を知り、食してもらう事が出来ました。 

●9 月例会・通常総会

新型コロナウイルス感染拡大防止のために、例会・通常総会を会場と Web のハイブリッ

ト開催で実施いたしました。今回は特別会員や賛助会員もハイブリッド開催で案内をし、

参加いただきました。

例会の中では是枝理事⾧の挨拶に始まり、各委員会より報告することが出来ました。ま

た、総会では、特別会員の見守る中で、2023 年度の理事役員（案）の承認いただくことが

出来ました。さらに、2022 年度新入会員の別府君、川之上君、中崎君、中田君に新入会員

の挨拶をしてもらい、南さつま青年会議所のメンバーとしての第一歩を踏み出す機会とも

なりました。 

●11 月例会

今回の例会は現地と web のハイブリット開催となりました。例会では理事⾧の話をしっ

かりと聞くことから始まり、各委員会より今後行う例会・事業を各メンバーに報告し、今

後進むべき道の再確認ができ、メンバーそれぞれが本年度の活動・運動を新たに考えるい

11



い機会になりました。 

例会内事業として鹿児島銀行から出向してもらっている別府君に講師をお願いし、決算

書の構成や見るべきポイントをメンバーに教える勉強会を開きました。企業運営で大切な

決算に関して学ぶ機会が出来、より有意義な例会となりました。 

また、鹿児島ブロック協議会より副会⾧と議⾧の 2 名がオブザーバ参加されました。南

さつま青年会議所の例会風景を見ていただく事が出来、メンバーとブロック協議会との交

流も出来、有意義な時間となりました。 
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　2022年度事業経過報告書
月日 事業 場所

　1月　4日(火） 年頭祈願 竹田神社

〃 新春賀詞交歓会・新年会 市民会館

11日（火） 三役会 南さつま商工会議所

14日（木） 理事会 南さつま商工会議所

　12日（水） 南さつま市総合振興計画審議会 〃（iichiko「音の泉ホール」）

13日（木） 2022年　吹上浜砂の祭典　第2回財務委員会 あんぼう21

〃 「日新いろは歌」かるた取り大会実行委員会 市民会館2F　第二会議室

18日（火） 南さつま広域圏道路・河川整備促進協議会　 南さつま商工会議所3F会議室

〃 第1回理事会・第13回理事会 南さつま商工会議所

〃 2022吹上浜砂の祭典　第3回砂像部会 あんぼう21

22日（土） 公益社団法人日本青年会議所　第169回総会 国立京都国際会館　Main Hall

〃 公益社団法人日本青年会議所九州地区鹿児島ブロック協議会 城山ホテル鹿児島　エメラルド4F

　↳「2021年度ブロックファナル」

23日（日） 公益社団法人日本青年会議所2022年度京都会議　新年式典 国立京都国際会館「Main Hall」

25日(火） 総会リハーサル 南さつま商工会議所

〃 三役会 〃

26日（水） 令和3年度南さつま海道産業振興促進協議会研修視察　～27日まで 南さつま商工会議所

27日（木） 公益社団法人日本青年会議所九州地区鹿児島ブロック協議会 サンプラザ天文館

↳「2022年度ブロックフォーラム」

28日（金） 1月例会・総会 南さつま商工会議所

2月1日（火） 理事会 ZOOM配信

7日（月） ミライにつながる青少年育成委員会 南さつま商工会議所

9日（水） 2月例会 ZOOM配信

16日（水） 臨時三役会 ZOOM配信

17日（木） 臨時理事会 ZOOM配信

24日（木） 第2回会員会議所 南さつま商工会議所

〃 2022吹上浜砂の祭典　第4回砂像部会 あんぼう21

25日(金） 三役会 ZOOM配信

3月3日（木） 理事会 ZOOM配信

9日（水） 3月例会 ZOOM配信

10日（木） 2022吹上浜砂の祭典第4回実施推進本部会議 あんぼう21

15日（火） まち活委員会 南さつま青年会議所

16日（水） 2022吹上浜砂の祭典　第5回砂像部会 あんぼう21

〃 三役会 ZOOM配信

24日（木） 2022年度　第3回会員会議所並びに副主管締結式 霧島市商工会議所

〃 2022年度　第71回全国大会おおいた大会副主管締結式 ホテル京セラ

〃 ミライにつながる青少年育成委員会 南さつま青年会議所

25日（金） 市行政懇談会 南さつま商工会議所

26日（土） 公益社団法人日本青年会議所　第170回総会

〃 道具搬入（砂の祭典） 金峰倉庫

30日（水） 理事会 ZOOM配信

4月2日（土） 世界とつながる思い出のランドセル　～南さつまからSDGs～ いにしへホール

10日（日） 万世特攻慰霊碑　第５１回　慰霊祭 万世特攻慰霊碑「よろずよに」

11日（月） 例会 ZOOM配信

13日（水） 加世田ライオンズクラブ例会（ランドセル事業） 南さつま商工会議所

14日（木） 令和3年度南さつま市友好交流促進協議会　収支決算監査 南さつま市役所

15日（金） まち活委員会 南さつま商工会議所

16日（土） 第31回九州地区JCサッカー選手権in霧島　　～17日　 国分多目的広場

18日（月） 2022吹上浜砂の祭典第3回財務委員会 あんぼう21

20日（水） 令和4度南さつま市友好交流推進協議会総会 あんぼう21

〃 令和4度サイクルシティ南さつま促進協議会総会 あんぼう21

21日（木） 2022吹上浜砂の祭典第5回実施推進本部会議 あんぼう21

〃 三役会 ZOOM配信

22日（金） 南さつま海道産業振興促進協議会 南さつま商工会議所

1月

2月

３月

４月
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23日（土） 学生大会（砂の祭典） 会場

25 日（月） 三役会（臨時） ZOOM配信

26日（火） 令和4年度南さつま市献血促進協議会 あんぼう21

27日（水） 理事会 ZOOM配信

28日（木） 公益社団法人日本青年会議所　九州地区　鹿児島ブロック協議会

2022年度「第4回会員会議所並びに鹿児島ブロック大会主管締結式」 指宿白水館

〃 まち活委員会 商工会議所

5月1日（日） 会場準備（砂の祭典） 会場

2日（月） 砂でつくる夢と感動！2022吹上浜砂の祭典前夜祭 いにしへホール

3日（火） 2022　吹上浜砂の祭典　～5日（木）まで 会場

23日（月） 公益社団法人日本青年会議所会頭訪問例会 ホテルさつき苑

24日（火） 三役会 ZOOM配信

25日（水） 燃ゆる感動かごしま団体　南さつま実行委員会　第7回 南さつま防災センター

27日（金） 5月例会・歓送迎会 南さつま商工会議所

31日（火） 鹿児島ブロック野球大会監督会議 ABCパレス

〃 第5回会員会議所会議並びにブロック大会IN阿久根事前視察 ABCパレス

〃 2022吹上浜砂の祭典　第5回砂像部会 あんぼう21

6月2日（木） 理事会（ハイブリッド） 南さつま商工会議所

〃 南さつま市立視聴覚ライブラリー運営委員会 南さつま市民会館

4日（土） 第6回日本アカデミー　～5（日）まで JC会館にてハイブリッド開催

　　　7日（火） 2022年吹上浜砂の祭典　第6回実施推進本部会議 あんぼう21

9日(木） 6月例会 南さつま商工会議所

11日（土） 第48回鹿児島ブロック大会in阿久根 阿久根市民交流センター風テラスあくね

12日（日） 公益社団法人　日本青年会議所　九州地区　鹿児島ブロック協議会　

鹿児島ブロック野球大会阿久根市　総合運動公園

21日（火） 三役会 ZOOM配信

23日（木） 「第6回会員会議所会議並びに2023年度会長候補者（案）承認の件」 鶴丸会館

24日（金） 商工会議所役員・議員との懇親会 南さつま商工会議所

28日（火） 理事会 南さつま商工会議所

30日（木） 南さつま海道産業振興促進協議役員会 南さつま商工会議所

〃 2022南さつまフェスタふるさと総踊り実行委員長 あんぼう21

7月1日（金） 災害ボランティアセンター　運営支援ボランティア養成講習会 社会福祉法人鹿児島県社会福祉協議会

5日（火） 令和4年度南さつま市社会教育委員会の会・公民館運営審議会の委員会の委託及び

第1回南さつま市社会教育委員の会・公民館運営審議会 南さつま市民会館

6日（水） 公益認定取り消しの会議 南さつま商工会議所
7日（木） 吹上浜砂の祭典実行委員長役員会 あんぼう21
8日（金） ハロウィン話し合い ガルボ

15日（金） 例会 南さつま商工会議所

〃 南さつま大神輿実行委員長 南さつま商工会議所

16日（土） サマーコンファレンス2022（～17日） パシフィコ横浜

22日（金） 令和4年度南さつま地域資源活用促進協議会総会 南さつま商工会議所

〃 令和4年度南さつま河川・海岸環境保全対策協議会総会 南さつま商工会議所

26日（火） 令和4年度薩摩半島横断道路建設促進協議会総会 南さつま商工会議所

〃 三役会 WEB配信

28（木） 第7回会員会議所会議並びに2023年度年度会長候補者（案)承認の件 osotp枕崎　ZOOM配信

8月1日（月） 理事会 ZOOM配信

2日（火） 令和4年度南さつま海道産業振興促進協議会総会 南さつま商工会議所

3日（水） 令和4年度南さつま市生涯学習促進会議 あんぼう21

9日（火） 8月例会 ZOOM配信

19日（金） 九州コンファレンス2022in糸島 ～21日（日） 九州大学　椎木講堂コンサートホール

20日（土） 豊かな自然で育つ加世田のかぼちゃ　～オリジナルかぼちゃを作ろう～ 万世中学校付近

24日（水） 三役会 ZOOM配信

25日（木） 2022年度「第1回臨時会員会議所会議」 ZOOM配信

31日（水） 2022南さつまフェスタふるさと総踊り実行委員長 あんぼう21

9月1日（木） 理事会 ZOOM配信

3日（土） 2022年度　公益財団法人霧島青年会議所　創立35周年記念式典・祝賀会 ホテル京セラ

６月

７月

8月

9月

５月
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15日（木） 臨時　理事会 ZOOM配信

22日（木） 2022年度「第8回会員会議所会議」（屋久島町商工会安房支所） ZOOM配信

〃 総会リハーサル 南さつま商工会議所
26日（月） 総会 南さつま商工会議所
27日（火） 三役会 ZOOM配信
30日（金） 第1回次年度理事会 南さつま商工会議所

10月3日（月） 理事会 南さつま商工会議所
4日（火） 令和4年度南さつま海道産業振興促進会議協議会研修視察（～5日）宮崎・霧島

6日（水） 第71回全国おおいた大会（～9日） 昭和電工ドーム
11日（火） 例会 南さつま商工会議所

　　〃 2023　吹上浜砂の祭典実践推進本部員の委嘱状交付及び
第1回実践推進本部会議あんぼう21

12日（水） 令和4年度第2回南さつま市社会教育委員会・公民館運営審議会の開催及び
令和4年度南さつま市社会教育功労者等表南さつま市民会議

13日（木） 令和4年度南薩地区社会教育委員研修会 枕崎市市民会館
19日（水） 第2回次年度理事会 南さつま商工会議所
22日（土） 豊かな自然で育つ加世田のかぼちゃ　～オリジナルかぼちゃを作ろう～（第2回） 万世中学校付近

2023　吹上浜砂の祭典第2回実践推進本部会議 あんぼう21
27日（木） 2022年度「第9回会員会議所会議」 ABCパレス

〃 2023年度「第1回会員会議所予定者会議」 ABCパレス
28日（金） 令和4年度南さつま海道鑑真の道歩き実行委員会総会 ふれあいかせだ
29日（日） すなのまち de HAPPY ハロウィン ゆめぴか本町通り

31日（月） 理事会 南さつま商工会議所
11月2日（水） 第3回次年度理事会 南さつま商工会議所

7日（月） 令和4年度南さつま市表彰式 南さつま市役所

9日（水） 例会 南さつま商工会議所
10日（木） 2023　吹上浜砂の祭典第3回実践推進本部会議 あんぼう21
14日（月） 令和4年度第1回南さつま市行政改革促進委員会 あんぼう21

〃 臨時理事会 南さつま商工会議所
15日（火） 第4回次年度理事会 南さつま商工会議所
19日（土） 2022年度PPC会議 GARBO
21日（月） 三役会 ZOOM配信
24日（木） 第5回次年度理事会 南さつま商工会議所

〃 第2回会員会議所予定者会議 奄美市民交流センター
26日（土） 豊かな自然で育つ加世田のかぼちゃ　～オリジナルかぼちゃを作ろう～（臨時） 万世中学校付近
29日（火） 2022年度南薩3LOMトライアングル 指宿市民会館
30日（水） 第12回理事会 南さつま商工会議所

12月3日（土） 豊かな自然で育つ加世田のかぼちゃ　～オリジナルかぼちゃを作ろう～（第3回） 万世中学校付近
6日（火） 第7回一般社団南さつま市観光協会「総会」 あんぼう21
7日（水） 「2023吹上浜砂の祭典」第1回総務部会 あんぼう21
9日(金) 総会・例会 南さつま商工会議所

12日（月） 第6回次年度理事会 南さつま商工会議所
14日（水） 2023吹上浜砂の祭典　第4回実践推進本部会議 あんぼう21
20日（火） 吹上浜砂の祭典記念事業検討委員会 あんぼう22
21日（水） 令和4年度「日新公いろは歌」かるた取り実行委員会（延期） 南さつま市民会館
22日（木） 2022年度ブロックファイナル 鹿児島サンロイヤルホテル

〃 第3回会員会議所予定者会議 鹿児島サンロイヤルホテル
23日（金） 商工会議所役員・議員との懇談会 南さつま商工会議所
26日（月） 賀詞交歓会・リハーサル 南さつま市民会館

10月

12月
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財　　　産　　　目　　　録

科 目 摘 要 口 座 番 号 金 額

鹿 児 島 銀 行 ７６８７４５ 1,229,041

南 日 本 銀 行 ２８５３１９ 192,108

鹿児島相互信用金庫 ０９７７９７８ 439,419

鹿 児 島 信 用 金 庫 ７５２５４９０ 181,783

現　　　金 0

合 計 2,042,351

鹿 児 島 銀 行 ４ ０ １ ３ ２ ７ ９ 450,000

定 期 預 金 鹿児島相互信用金庫 ０ ９ ０ ２ ８ ７ ４ 450,000

南 日 本 銀 行 １ ０ ０ ８ ７ ４ ０ 450,000

鹿 児 島 信 用 金 庫 5 7 6 0 4 9 6 112,800

小 計 1,462,800

合 計 1,462,800

総 計 3,505,151

普通預金
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2023 年度 

計 画 編
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第四号議案 2023年度理事･役員予定者承認に関する件 

【2023 年度 役員名簿】（案） 

役 職 名 氏  名 勤 務 先 名

理  事  長 石堂 佑典 株式会社 ネクステージ和光

直前理事長 是枝 佳彦 株式会社 安全仮設

理   事 松元 将太 株式会社 翔洋システム

専務理事 福島 大 有限会社 マルカ水産

事務局長 鳥越 昌樹 有限会社 南薩東京社

監   事 隈元 謙悟 Vintage 

監  事 下舞 恵介 有限会社 下舞工業所

特別顧問 米森 清和 有限会社 タイヤセンター加世田
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◎ は副委員長

2023年度　鹿児島ブロック協議会　(出向委員名簿）

 委員会名 委員長 出向者

福島 大

松元　将太

川之上　俊介 古屋敷　利樹

久保　泰志 吉原　千尋

川口　貴裕 西村　浩人

枦川　貴史 別府　拓海

東福　康平 大原　誠也

高戸　茉由 ◎ 中崎　結喜

福島　大

事務局長
暮らしを考える委員

会
４０周年運営室

鳥越　昌樹 委員長 実行委員長

松元　将太 福島　大

事務局員 ◎ 古木　聡 ◎ 松元　将太

実施推進委員会

2023年度公益社団法人 南さつま青年会議所　組織図（案）

総　　　会

監事

隈元　謙悟

下舞　恵介
理　事　会

特別顧問

米森　清和

直前理事長

是枝　佳彦

理事長

石堂　佑典

専務理事

福島　大

ブロック大会運営委員会 今給黎(枕崎)

財務委員会 是枝　佳彦

鳥越　昌樹

福島　大

石堂　佑典

総務委員会

2023年度　砂の祭典　出向名簿

砂の祭典実行委員会

21



1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

総
会

総
会

A
S
P
A

C
サ

マ
ー

コ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
全

国
大

会
JC

I世
界

会
議

京
都

会
議

横
浜

7
日

～
1
0
日

横
浜

東
京

1
9
日

～
2
2
日

2
5
日

2
2
日
～

2
3
日

5
日

～
8
日

1
4
日

～
1
8
日

九
州

地
区

大
会

in
熊

本
未

定

３
L
O

M
合

同
鹿

屋
周

年
指

宿
周

年
新

大
隅

周
年

（
主

管
）

5
月

2
7
日

9
月

2
日

1
月

2
4
日

（
火

）
2
月

2
4
日

（
金

）
3
月

2
4
日

（
金

）
4
月

2
4
日

（
月

）
5
月

2
4
日

（
水

）
6
月

2
4
日

（
土

）
7
月

2
4
日

（
月

）
8
月

2
4
日

（
木

）
9
月

2
3
日

（
土

）
1
0
月

2
4
日

（
火

）
1
1
月

2
4
日

（
金

）
1
2
月

2
2
日

（
金

）
6
日

（
金

）
1
日

（
水

）
1
日

（
水

）
1
日

（
土

）
１

日
（
月

）
1
日

（
木

）
1
日

（
土

）
1
日

（
火

）
1
日

（
金

）
２

日
（
月

）
1
日

（
水

）
1
日

（
金

）
2
７

日
（
金

）
９

日
（
木

）
 9

日
（
木

）
７

日
（
金

）
9
日

（
火

）
9
日

（
金

）
1
0
日

（
月

）
9
日

（
水

）
9
日

（
土

）
９

日
（
月

）
9
日

（
木

）
9
日

（
土

）
通

常
総

会
担

当
例

会
担

当
例

会
シ

ニ
ア

合
同

例
会

担
当

例
会

担
当

例
会

担
当

例
会

担
当

例
会

通
常

総
会

担
当

例
会

担
当

例
会

担
当

例
会

執
行

部
執

行
部

委
員

会
執

行
部

委
員

会
委

員
会

委
員

会
委

員
会

執
行

部
委

員
会

執
行

部
執

行
部

総
会

例
会

総
合

資
料

鹿
児

島
鹿

児
島

鹿
児

島
鹿

児
島

鹿
児

島
鹿

児
島

鹿
児

島
屋

久
島

未
定

鹿
児

島
鹿

児
島

2
6
日

(木
)

2
2
日

(水
)

2
3
日

(木
)

2
7
日

(木
)

2
5
日

(木
)

1
6
日

（
金

）
2
7
日

（
木

）
2
8
日

(木
)

2
6
日

(木
)

2
2
日

（
水

）
2
1
日

（
木

）
ブ

ロ
ッ

ク
会

員
会

議
所

執
　

行
　

部
(事

務
局

)

執
行

部

忘
年

会

4
0
周

年
式

典

砂
の

祭
典

い
ろ

は
カ

ル
タ

担
当

事
業

そ
の

他

3
L
O

M
ス

ポ
ー

ツ
（
枕

崎
）

ブ
ロ

ッ
ク

大
会

野
球

大
会

取
り

ま
と

め

シ
ニ

ア
合

同
例

会
年

頭
行

事

ハ
ロ

ウ
ィ

ン

３
L
O

M
合

同
例

会
(南

さ
つ

ま
)

ブ
ロ

ッ
ク

フ
ァ

イ
ナ

ル
未

定

ブ
ロ

ッ
ク

フ
ォ

ー
ラ

ム
２

７
日

理
　

　
事

　
　

会

暮
ら

し
を

考
え

る
委

員
会

ブ
ロ

ッ
ク

大
会

主
管

（
JC

I鹿
児

島
)

１
７

日

（
 担

　
　

　
当

 ）

例
会

南
さ

つ
ま

フ
ェ

ス
タ

鹿
児

島
ﾌ
ﾞﾛ

ｯ
ｸ
協

議
会

2
0
2
3
年
度
　
公
益
社
団
法
人
南
さ
つ
ま
青
年

会
議
所
（
案
）

日
本

青
年

会
議

所

対
外

紙

総
会

例
会

担
当

事
業

九
州

地
区

協
議

会

三
　

　
役

　
　

会

賀
詞

交
歓

会

単
 　

　
独

事
　

　
 業

22



2023 年度理事⾧所信 

第 40 代理事⾧ 石堂 佑典 

スローガン：Re-Start 4 0
フォーティー

~地域一丸 明るい豊かな南さつまの発信~ 

【はじめに】 

この度、南さつま青年会議所は、1984 年に加世田青年会議所として創立してから 40 周年

を迎える事が出来ました。その間、法人設立や名称変更はあったものの、先輩諸兄姉が一貫

して「地域の子ども達の為」、「このまちの活性化の為」、「このまちの次世代の為」という想

いで活動・運動をされてきたことには変わりなく、ここまで継続・発展してきました。その

為、行政や教育機関、各種団体、地域住民の方々にも広く認識いただいており、我々の活動・

運動にも快くご支援、ご参加いただいております。青年会議所の本質は 20 代，30 代の若さ

からくる新しい発想と情熱、行動力だと思います。誰もが予想しなかった新型コロナウイル

ス感染症や異常気象による災害の対策などの新たな取り組みにも先陣を切って対応してい

く姿勢が求められています。

2020 年に始まった新型コロナウイルス感染症は社会に多大なる影響を与え、経済や生活

スタイルだけではなく、学校教育の現場においても変化しなくてはならない状況となりま

した。昨年からは以前の様な生活に戻りつつありますが、リモートワークや Web 会議、ICT

の活用は今後も取り入れ、感染症対策の知見を活かした事業で地域の活性化に繋げて参り

ます。

青年会議所には今まで培ってきた多くの経験や知識、地域社会とのネットワークなどの

多くの強みがあります。これらの強みを活かし、南さつま市の「明るい豊かな社会」の実現

に繋げて参ります。 

【創立 40 周年】 

前述の通り、南さつま青年会議所は創立 40 周年を迎え、今までに行ってきた活動・運動

は地域に根付き、地域の活性の一助となってきました。“40 年”とは青年会議所にとってと

ても身近な年数です。南さつま青年会議所が生まれ 40 歳、地域に暮らす私たち現役メンバ

ーが生まれたときには既にこのまちに青年会議所が存在していたこととなります。この間

の⾧きに渡り JC 活動・運動をされた多くの先輩諸兄姉には感謝しかありません。 

現在の南さつま青年会議所は、会員数の減少により多くのメンバーで運営していく従前

の方法が現実的に難しくなって参りました。幸いにも今までの活動・運動を認めていただき、

行政、金融機関等から出向者数は県内の他の LOM に比べても多い状況です。メンバー各々
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に役割を担ってもらい、メンバー全員が活発に JC 活動に参加する活力ある組織にすると共

に、風通しの良い組織づくりに取り組んで参ります。また、メンバー全員で地域の意見や要

望を汲み取り、より地域の活性化に繋げる活動・運動が出来るような青年会議所へ変革いた

します。 

本年のスローガンは“Re-Start 40”です。南さつま青年会議所が永劫続いていき、地域の発

展に必要と思われるよう、初心に返りこれからの新たな 40 年のスタートをきって参ります。

今までの活動とこれからのビジョンを 40 周年式典、祝賀会、事業を通して地域住民、他団

体、行政、県内各 LOM より参加いただく仲間へ伝え、私たちの住む郷土の魅力を知ってい

ただく機会として捉え進めて参りたいと思います。 

【まちづくり】 

全国的にも人口減少、少子高齢化が問題視されている中、南さつま市においては 5 年間

の人口減少率が 7.2%と全国平均の約 10 倍の減少率となっており、地域経済の後退は明ら

かです。この問題の解決には常住人口の増加や地域の特産品などの出荷、観光客の受け入れ

が不可欠です。常住人口の増加には、南さつま市外の方が住みたくなる活気と魅力、そして

子ども達が安心して暮らせるまちづくりが必要であり、地域の特産品などの出荷には他地

域にはない特徴と情報宣伝が必要です。また、観光客の集客は一度きりでなく、また訪れた

くなる食・自然・体験をしていただき、魅力あるまちの印象を持っていただく必要がありま

す。その為には、地域一丸となってまちの魅力を発信していかなくてはならないと考えてい

ます。本年は南さつま青年会議所として、南さつま市の明るい豊かな社会の実現のため、40

周年事業を通じて魅力発信をして参ります。 

【青少年育成】 

新型コロナウイルス感染症の影響により、直近３年間は学級閉鎖や休校が相次ぎ、子ども

達の教育現場や私生活での体験活動の機会が大幅に減少しました。子どもの成⾧には勉強

や遊びを通じて学ぶ、体験・経験が必要です。体験・経験から得られる知識や知恵は広い視

野の獲得に繋がって子ども達の心に残り、その後の成⾧にも大きな影響を与えてくれます。

本年度は子ども達に学びと成⾧に繋がる経験が出来る事業を行い、今後の南さつま市を背

負う青少年の健全育成に努めます。 

【会員拡大】 

南さつま青年会議所は昨年 3 名の先輩が卒会されました。それに伴い、本年の役員は過

去最少となりました。40 歳までの制限により、常に新たな会員が入会しなくては、青年会

議所は組織として継続していけません。新たな会員が入ることで新たな意見や考えが飛び

交う活気ある組織になり、時代に即した新たな活動・運動が出来ます。一方で、我々の活動・
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運動を市内一部の地域で行うのではなく、広く南さつま市全域でとの想いから“南さつま青

年会議所”に変更し、10 年が経ちました。しかし現状としては事業の活動や募集地域は全域

となっているものの、メンバーの事業活動地域は南さつま市全域とは言えず、一部の地域の

メンバーで“南さつま全域”を盛り上げようとしています。そのため、各地域に根付いた活動、

魅力の吸い上げに至っていないと感じます。地元の魅力を引き出すには地元の力が不可欠

です。2020 年より ICT の活用した会議等を取り入れていることからも活動に参加しやすい

環境は徐々に構築されています。今一度メンバーの掘り起こしを進め、南さつま市全域で共

に明るい豊かな社会の実現に取り組む仲間の拡大をして参ります。

【人材育成・自己啓発】 

「習うは一生」という言葉があります。人間には学ぶべきことがたくさんある為、何歳に

なっても常に学び続ける必要があると言う意味です。特に青年会議所は会社経営に携わる

メンバーが多く、経営の安定や新規事業の開拓には時代の流れをしっかりと見極めて行動

しなくてはなりません。また、自身や自社の強みを知り、それを活かせるよう研鑽を積み続

けなくてはなりません。昨年より例会内事業で、会社運営に必要なトピックをメンバーや外

部講師により研修して参りました。本年も引き続きメンバーの知識の底上げに繋がる機会

を作って参ります。

【結びに】 

私は、2019 年に南さつま青年会議所に入会して 5 年目となります。入会当初、先輩諸兄

姉が仕事以外でまちづくりや青少年育成に取り組み、その過程で自己成⾧もされる姿をみ

て感銘を受けました。昨年、初めて委員⾧をさせていただき、新規事業を 2 つ企画運営し貴

重な経験をさせていただきました。いずれも新規事業ということで参加したいと思われる

かという不安の中、委員会メンバーと協議して組み立てた思い出深い事業です。メンバーの

協力はもちろん、多くの方の協力を頂いて事業を成し得たことは達成感と青年会議所の地

域での必要性を実感する機会となりました。この度、理事⾧の職を仰せつかりました。私を

含めて役員全員がＪＣ活動の経験が浅いですが、10 年後、20 年後には私たち世代が南さつ

ま市の中心となって活躍しなくてはなりません。この地域に今、何が必要なのか、今後の発

展の為にはどの様な地域にしていかなくてはならないのかを考えて参ります。地域の方々

からのみならず、メンバーからも南さつま市に青年会議所があって良かったと思われる組

織になるようメンバーの協力を頂きながらこのまちのために一丸となって邁進いたします

ので一年間よろしくお願いいたします。 
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事務局⾧方針 

事務局⾧ 鳥越 昌樹 

 本年度、公益社団法人南さつま青年会議所の運動や理事会等がスムーズに行える様、紙

媒体から一部電子媒体に移行し、専務理事・事務局員と綿密な連携を図りながら、1 年間

運営をしてまいります。 

・公益法人としての財務管理

・資料等の管理

・諸会議の設営及び運営

・議事録の作成及び管理

・諸会議及び諸大会の連絡

・会費納入期限の徹底

以上 6 点を中心に進めてまいります。 

また、例年は総務委員会が担当しておりました 1 月・9 月総会、総合資料、ホームペー

ジ、SNS の管理を受け持つこととなりました。  

 総会においてはスムーズな進行を心掛け、総合資料発行にあたっては早い時期での作成

及び誤植０を目標にしてまいります。なお、対外紙、ホームページ及び SNS に関しまして

は、我々の活動・運動を周知するため情報を更新し、より多くの方々にまちの魅力を発信

できるよう努力してまいります。 

私自身、青年会議所について無知なことも多く、皆様にご教授賜りながら青年会議所活

動を積極的に行い、成⾧していける様努力してまいりますので、1 年間よろしくお願いい

たします。 
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暮らしを考える委員会 

委員⾧ 松元 将太 

――――――――――――――― 基 本 方 針 ――――――――――――――― 

 私は 2020 年より南さつま青年会議所に入会させて頂きました。出身は南さつま市でした

が進学を機に県外へ移り、以降約 10 年ぶりに帰鹿しました。南さつま市に戻ってきて感じ

た感情が懐かしい地元への愛着であり、「何かしら地域に貢献できることがしたい！」とい

う気持ちでした。 

 昨年度はまちづくり委員会の委員⾧を経験させて頂きました。頂いた役割の中で「持続可

能なまちづくり」の為、南さつまの為、コロナ禍でもできる活動を試行錯誤しながら、また、

委員会メンバーの協力を頂きながら活動を行ってまいりました。 

2022 年という年を振り返れば、2020 年から続くコロナウイルスの世界的パンデミックが

徐々に落ち着きを見せ、各国でマスク義務化解除など以前の生活様式へ回復が見込まれた

年でした。一方でウクライナ戦争が起こり、大国ロシアの国際社会離れが大きな世界経済の

混乱と情勢不安を招きました。また、日本では歴史的な円安と、これに対する政府の為替介

入等歴史的な出来事が立て続けに起こる激動の 1 年でありました。このような不安定な時

代だからこそ世界各国に組織を持つ青年会議所 JAYCEE は（社会的・国家的・国際的な責

任を自覚し）、平和と安定を想い活動していくことが必要だと考えます。またその活動を南

さつま青年会議所として、いち地域単位で実践していく必要があります。 

本年は、青年会議所メンバーの減少を鑑み、まちづくり委員会と青少年育成委員会が合併

した形での委員会運営を求められております。当委員会では未来を担う子供達が健やかに

成⾧できるまち、及び持続可能なまちづくりを目指し、市民の皆様と交流を図る事業を行っ

てまいります。そして担当する事業をきっかけに市民の皆様、また青年会議所のメンバーに

もこのまちの魅力を感じて頂ける様活動してまいります。 

 まちづくり・青少年育成担当委員⾧としてメンバーと共に成⾧できるよう、精一杯活動さ

せて頂きます。皆様 1 年間よろしくお願い致します。 
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40 周年運営室 

室⾧ 福島 大 

基本方針 

公益社団法人南さつま青年会議所は加世田青年会議所として発足し、本年 2023 年度をも

って創立 40 周年を迎えることが出来ました。それもひとえに今まで携わってこられた先輩

諸兄姉のご尽力や、地域の皆様方のご支援・ご協力の賜物であり、明るい豊かな社会の実現

を願うメンバー達の活動の証であります。しかし、現在の南さつま青年会議所はメンバーの

減少と経験不足が深刻な問題となっています。そんな今だからこそメンバー同士がしっか

りと支えあって絆を深め、すべての目標に対して責任を持って邁進していかなければなり

ません。 

南さつまには特産品や観光名所などの特色が多くありますが、知名度は南さつま内外を

問わず、低い傾向にあるのではないかと思えます。それを改善するために、まずはメンバー

で南さつまについて学習することから始め、40 周年式典や事業を私たちの郷土の良さを知

っていただく機会とし、南さつまの特色や⾧所を地域内外に伝え、このまちの活性化の一助

となる様に尽力いたします。 

上記でも述べましたが、会員数の減少により今までの様に多くのメンバーで運営してい

く従前の方法が現実的に難しくなり、新たな青年会議所の運営を見直さなければなりませ

ん。そこで南さつま青年会議所は行政や金融機関等から出向者数は県内の他 LOM に比べ

ても多い状況です。したがって本年度は地域の活性化に繋げる為に、役員の役割を出向者も

含めたメンバー全員に経験していただき、メンバー一丸となってより良い組織を構築して

いくために研鑽して参ります。 

私は南さつま青年会議所に入会して 4 年目になりますが、入会して間もなくコロナウイ

ルス感染拡大によって事業や会合を行えない状況にあり、私も実行できなかった事業が多

くあるため、青年会議所の歴史を背負う室⾧としては経験不足であります。ですが、今回 40

周年式典運営の室⾧と専務理事を受け持ち、成功に向けてメンバー全員の協力をいただき

ながら、強い責任と覚悟を持って一年間努めて参りますので、ご協力をよろしくお願いいた

します。
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